
- 1 -

№
６
２
５
（
一
九
九
六
年
一
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）
か
ら

№
６
５
７
（
一
九
九
六
年
一
二
月
二
一
日
）
ま
で

№
６
２
５
（
一
九
九
六
年
一
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）

◇
巻
頭
言
◇
喜
び
、
悲
し
み
、
怒
り
を
労
働
運
動
へ

松
原

広

『
詩
』
耳
を
澄
し
て

塩
屋
崎

あ
き
江

九
六
年
は
「
新
社
会
党
」
建
設
の
と
き

―
一
月
党
大
会
で
事
実
上
の
流
れ
解
散
―

労
働
運
動
再
建
へ
の
四
つ
の
課
題

横
堀

正
一

―
一
九
九
六
年
を
労
組
再
生
の
年
に
―

唯
物
史
観
の
立
場
か
ら

中
澤
秀
行

―
階
級
お
よ
び
階
級
闘
争
・
護
憲
に
つ
い
て
①
―

「
巻
原
発
・
住
民
投
票
」
の
こ
の
一
年

―
方
の
自
治
は
輝
い
て
い
る
―

高
連
増
殖
炉
の
開
発
中
止

「
も
ん
じ
ゅ
」
東
結
を

、

再
論
「
労
農
派
」
三
度
目
の
出
立

石
河

康
国

投
票
し
た
い
攻
党
、
政
治
家
が
い
な
い
！

―
私
鉄
総
連
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
か
ら
―

叙
勲
制
度
は
人
間
差
別

関

晴
正

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
編
集
部
だ
よ
り

◇
好
評
発
売
中
上
野
建
一
著
社
会
通
信
社
刊
◇
政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て

№
６
２
６
（
一
九
九
六
年
一
月
二
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
「
新
社
会
党
」
に
結
集
す
る
の
が
我
々
の
責
務

上
野

建
一

綱
領
・
規
約
改
訂
阻
止
、
社
会
党
の
歴
史
を
守
ろ
う

―
一
月
一
九
日
大
会
は
新
党
移
行
と
同
じ
―

阪
神
大
震
災
か
ら
一
年
、
労
働
の
権
利
は
守
ら
れ
て
い
る
か

黒
崎

隆
雄

―
労
働
・
一
雇
用
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
活
動
か
ら

―

実
態
に
依
拠
し
、
哲
学
・
思
想
の
確
立

渡
辺

和
彦

―
九
六
春
闘
情
勢
を
め
ぐ
る
彼
我
の
攻
防
と
課
題

「
そ
れ
で
も
階
級
は
存
在
す
る
」

中
澤

秀
行

―
階
級
お
よ
び
階
級
闘
争
・
護
憲
に
つ
い
て
②

福
井
県
今
立
町
議
会
が
も
ん
じ
ゅ
廃
炉
で
意
見
書

―
地
方
自
治
法
第
九
九
条
第
二
項
に
よ
り
提
出
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
…

◇
好
評
発
売
中
上
野
建
一
著
社

会
通
信
社
刊
◇

政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て

四
六
版
上
製
二
百
頁
、
千
五
百
円
（
三
百
十
円
）
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№
６
２
７
（
一
九
九
六
年
二
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

展
望
の
な
い
社
民
党
、
党
建
設
本
格
化
の
新
社
会
党

上
野

建
一

資
料
「
新
社
会
党
・
平
和
連
合
」
ア
ピ
ー
ル

新
社
会
党
へ
の
参
加
・
協
力
を
訴
え
る

迫
り
き
た
る
一
大
攻
撃
と
対
決
し
て

坂
牛

哲
郎

―
労
働
運
動
・
政
治
闘
争
を
第
一
歩
か
ら
①
―

国
鉄
闘
争
・
反
基
地
反
安
保
闘
争
勝
利
の
年
に

稲
村

守

―
沖
縄
と
北
海
道
―

歴
史
科
学
日
社
会
科
学
の
課
題

中
澤

秀
行

―
階
級
お
よ
び
階
級
闘
争
・
護
憲
に
つ
い
て
③
―

い
か
な
る
状
況
下
で
も
解
決
策
を
探
す

富
山

栄
子

―
社
会
主
義
と
そ
の
成
果
守
る
キ
ュ
ー
バ
ー

投
稿
三
島
地
区
「
新
社
会
党
・
平
和
連
合
」
準
備
会
が
発
足

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
編
集
部
だ
よ
り

◇
好
評
発
売
中

上
野
建
一
著

社
会
通
信
社
刊
◇

政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て

四
六
版
上
製
二
百
頁
、
千
五
百
円
（
三
百
十
円
）

№
６
２
８
（
一
九
九
六
年
二
月
一
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
「
反
独
占

「
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
反
対
」
が

」

労
働
運
動
の
進
路
①

大
衆
運
動
の
な
か
で
「
新
社
会
党
」
建
設
を

上
野

建
一

―
「
新
社
会
」
週
刊
紙
の
役
割
は
大
き
い
―

人
権
切
り
捨
て
、
大
量
失
業
の
時
代
へ

坂
牛

哲
郎

―
さ
し
迫
る
一
大
攻
撃
に
対
応
し
て
②
―

ま
ず
自
己
変
革
に
と
り
く
む

赤
穂

播

―
何
が
問
わ
れ
て
い
る
の
か
―

や
っ
た
！
「
日
刊
乗
務
」
七
干
号
達
成

大
嶋

甲
三

―
一
九
七
六
年
の
創
刊
以
来
、
た
た
か
い
の
武
器
に
―

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
編
集
部
だ
よ
り

「
新
社
会
党
」
結
党
大
会
の
ご
案
内

◇
残
部
僅
少
上
野
建
一
著
社
会
通
信
社
刊
◇

政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て

四
六
版
上
製
二
百
頁
、
千
五
百
円
（
三
百
十
円
）
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№
６
２
９
（
一
九
九
六
年
二
月
二
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
「
ベ
ア
・
ゼ
ロ
」
か
ら
大
量
失
業
の
嵐
の
時
代
ヘ

「
住
専
」
は
支
配
階
級
の
矛
盾
と
危
機
の
現
れ

―
血
税
を
出
す
の
は
ナ
ン
セ
ン
ス
―

◇
投
稿
◇
「
社
民
党
」
強
化
論
者
の
嘘
八
百

国
労
バ
ッ
ヂ
裁
判
、
不
当
な
判
決

―
国
労
バ
ッ
ヂ
を
め
ぐ
る
三
一
七
四
日
間
の
攻
防
―

資
料
１
「
新
社
会
党
・
平
和
連
合
」
に
合
流

資
料
２
「
新
社
会
党
」
の
党
づ
く
り
の

基
本
と
当
面
の
組
織
方
針

神
戸
が
問
い
か
け
る
も
の

毛
利

孝
雄

―
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
住
宅
復
興
を
め
ぐ
っ
て
①

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

新
社
会
党
が
三
月
三
日
、
全
国
結
成
大
会

午
後
一
時
よ
り
、
日
本
青
年
館
で

№
６
３
０
（
一
九
九
六
年
三
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

三
月
三
目

「
新
社
会
党
」
全
国
結
成
大
会

、

そ
の
意
義
と
課
題

「
新
社
会
党
」
い
よ
い
よ
本
格
発
進
―
党
づ
く
り
の
基
本
的
課
題
―

自
治
体
労
働
者
の
階
級
的
使
命

中
澤

秀
行

―
唯
物
史
観
の
立
場
か
ら
―

労
働
者
の
犠
牲
で
企
業
生
き
残
り

沖
田

和
夫

―
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
「
分
離
・
分
割
」
と
合
理
化
―

問
わ
れ
る
「
経
済
大
国
」
の
内
実

毛
利

孝
雄

―
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
住
宅
復
興
を
め
ぐ
っ
て

巻
原
発
・
住
民
投
票

坂
井

雅
之

―
九
六
巻
町
長
選
挙
か
ら
―

死
者
は
い
つ
ま
で
も
若
い

近
江
谷

左
馬
之
介

―
「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え

（
新
版
）
を
読
ん
で
―

」

「
新
社
会
党
」
の
未
来
は
無
限
―

「
読
売
」
意
識
調
査
か
ら

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
残
部
僅
少
上
野
建
一
著

社
会
通
信
社
刊
◇

政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て

四
六
版
上
製
二
百
頁
、
千
五
百
円
（
三
百
十
円
）
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№
６
３
１
（
一
九
九
六
年
三
月
一
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

躍
動
の
一
年
を
め
ざ
し
て

塩
屋
崎

あ
き
江

「
さ
き
が
け
」
と
の
新
々
党
構
想
崩
れ
る

―
社
民
党
に
再
び
大
き
な
危
機
―

私
鉄
総
連
を
軸
に
つ
づ
く
攻
防

―
九
六
春
闘
、
現
局
面
の
特
徴
―

一
見
は
百
聞
に
し
か
ず

―
「
沖
縄
の
歴
史
と
闘
い
に
学
ぶ
旅
」
か
ら
―

働
く
者
の
生
清
が
奪
い
と
ら
れ
る
中
で

―
労
働
雇
用
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
活
動
か
ら
①
―

一
九
九
六
年
を
国
鉄
闘
争
勝
利
の
年
に

―
累
積
す
る
国
鉄
「
分
・
民
」
の
矛
盾
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
残
部
僅
少
上
野
建
一
著
社
会
通
信
社
刊
◇
政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て

四
六
版
上
製
二
百
頁
、
千
五
百
円
（
三
百
十
円
）

№
６
３
２
（
一
九
九
六
年
三
月
二
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
た
た
か
う
勇
気
を
与
え
「
弱
者
」
を
守
る
党
で
あ
れ

「
新
社
会
党
」
全
国
大
会
か
ら
の
思
い

Ｎ
Ｔ
Ｔ
分
割
か
ら
郵
政
三
事
業
民
営
化

神
谷

剛

―
規
制
緩
和
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
合
理
化
―

新
社
会
党
は
ど
う
い
う
党
を
め
ざ
す
か

上
野

建
一

完
全
な
保
守
政
党
へ
の
道
を
急
ぐ
社
会
民
主
党

―
社
民
党
「
第
一
号
議
案
」
の
特
徴
―

資
料
１
「
新
社
会
党
」
大
会
ア
ピ
ー
ル
（
九
六
・
三
・
三
）

―
徹
底
し
て
民
主
主
義
の
社
会
追
求

企
業
内
労
働
運
動
克
服
へ
の
一
歩

小
西

純
一
郎

―
労
働
者
雇
用
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
活
動
か
ら
②
―

血
税
は
「
住
専
」
で
は
な
く
被
災
者
ヘ

―
大
震
災
の
被
災
地
か
ら
訴
え
る
―

◇
国
労
留
萌
闘
争
団
か
ら
の
お
た
よ
り
◇

「
十
五
の
目
標
」
達
成
で
勝
利
め
ざ
す

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
残
部
僅
少
上
野
建
一
著
社
会
通
信
社
刊
◇

政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て

四
六
版
上
製
二
百
頁
、
千
五
百
円
（
三
百
十
円
）
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№
６
３
３
（
一
九
九
六
年
四
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
政
党
支
持
率
と
日
本
政
治
の
ゆ
く
え

歴
史
の
発
展
と
人
間
の
い
と
な
み

中
澤

秀
行

―
階
級
関
係
と
い
う
こ
と
―

内
外
の
「
社
民
党
の
変
質
」
に
学
ぶ
も
の

上
野

建
一

企
業
内
複
数
組
合
で
チ
ェ
ッ
ク
、
競
合
を

濱
崎

忠
晃

―
「
労
働
運
動
に
一
言
」
―

「
新
社
会
党
」
の
〃
初
仕
事
〃
！
？
沖
縄
闘
争

佐
々
木

守
雄

―
矢
田
部
委
員
長
を
先
頭
に
―

キ
ュ
ー
バ
は
空
、
海
、
土
地
、
旗
は
犯
さ
せ
な
い

―
米
民
間
機
撃
墜
事
件
の
真
相
―

◇
投
稿
◇
批
判
の
時
代
か
ら
責
任
の
時
代
ヘ

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
残
部
僅
少
上
野
建
一
著
社
会
通
信
社
刊
◇
政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て

四
六
版
上
製
二
百
頁
、
千
五
百
円
（
三
百
十
円
）

№
６
３
４
（
一
九
九
六
年
四
月
一
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
〝
百
円
玉
〟
に
一
喜
一
憂
で
い
い
の
か

新
社
会
党
に
結
集
し
、
労
働
運
動
再
建
を

坂
牛
哲
郎

―
全
労
働
者
に
訴
え
る
―

新
社
会
党
〃
党
建
設
〃
の
原
則

上
野
建
一
―
何
よ
り
も
行
動
、
大
衆
運
動
を
大
切
に
―

吉
元
副
知
事
と
の
九
年
ぶ
り
の
再
会
―
〝
沖
縄
の
心
〟
に
ふ
れ
て
―

許
せ
な
い
Ｃ
Ｏ
協
定
の
破
棄

革
マ
ル
主
導
の
Ｊ
Ｒ
東
労
、
つ
い
に
瓦
解
か
！
？

―
Ｊ
Ｒ
労
働
戦
線
再
編
成
の
序
曲
か
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
残
部
僅
少

上
野
建
一
著
社
会
通
信
社
刊
◇
政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て

四
六
版
上
製
二
百
頁
、
千
五
百
円
（
三
百
十
円
）

№
６
３
５
（
一
九
九
六
年
四
月
二
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

日
米
安
保
「
再
定
義
」
と
憲
法
「
改
正
論
」

◇
米
国
防
総
省
「
東
ア
ジ
ア
戦
略
報
告
」
か
ら
◇

日
米
二
国
間
安
保
は
め
ざ
ま
し
く
強
化

―
思
い
や
り
予
算
（
五
〇
億
ド
ル
）
を
高
く
評
価

大
倉
電
気
裁
判
闘
争
ご
一
年

―
そ
の
特
徴
と
意
義
①

福
田

徹

◇
資
料

と
解
説
◇
九
六
春
闘
回
答
へ
の
Ｊ
Ｃ
、
日
経
連
コ
メ
ン
ト

資
料
１

文
字
ど
お
り
Ｊ
Ｃ
共
闘
の
成
果
（
Ｊ
Ｃ
）

資
料
２

構
造
改
革
春
闘
が
明
確
に
（
日
経
連
会
長
）

◇
新
社
会
党
「
党
員
産
別
交
流
会
」
報
告
（
上
）
◇
労
組
党
員
の
自
覚
で
新
し
い
労
働
運
動
を

◇
投
稿
◇
「
新
社
会
党
」
結
党
大
会
の
成
功
を
祝
す

◇
投
稿
◇
常
識
の
〃
ウ
ソ
〃

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
残
部
僅
少
上
野
建
一
著

社
会
通
信
社
刊
◇
政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て

四
六
版
上
製
二
百
頁
、
千
五
百
円
（
三
百
十
円
）
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№
６
３
６
（
一
九
九
六
年
五
月
一
・
一
一
日
号
）

巻
頭
言
◇

大
転
換
期
、
〃
時
代
を
楽
し
む
〃
読
書
を

「
普
天
間
」
の
見
返
り
に
基
地
強
化
ね
ら
う
―
事
実
上
の
安
保
改
訂
す
す
む
―

猛
烈
な
資
本
の
輸
出
と
有
事
体
制
―
ア
ジ
ア
情
勢
の
特
徴
と
日
本
―

が
ん
ば
る
国
労
闘
争
団
、
さ
ら
に
支
援
・
連
帯
を

国
鉄
闘
争
は
人
権
問
題
（
留
萌
闘
争
団
）

清
算
事
業
団
債
務

「
住
専
」
の
ウ
ン
十
倍
（
新
得
会
議
）

、

た
く
ま
し
く
成
長
す
る
子
ど
も
た
ち
（
稚
内
闘
争
団
）

今
年
も
長
野
県
共
闘
会
議
来
訪
（
紋
別
闘
争
団
）

四
地
区
報
告
集
会
に
八
百
人
参
加
（
博
多
闘
争
団
）

「
国
鉄
＝
Ｊ
Ｒ
」
の
借
金
は
住
専
の
三
○
倍

―
「
国
鉄
分
割
・
民
営
化
」
九
年
と
九
州
の
た
た
か
い
か
ら
―

相
手
が
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
な
ら
、
徹
底
し
て
ボ
ト
ム
・
ア
ッ
プ
を

―
新
社
会
党
「
党
員
産
別
交
流
会
」
報
告
（
下
）

孤
立
か
ら
対
峠
ヘ
、
対
峠
か
ら
包
囲
ヘ
―
大
倉
電
気
裁
判
闘
争
三
年
②
―

「
大
量
失
業
時
代
」
到
来
の
四
つ
の
条
件

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
６
３
７
（
一
九
九
六
年
五
一
月
二
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

野
茂
「
ト
ル
ネ
ー
ド
」
に

勝
る
首
切
り
「
タ
イ
フ
ー
ン
」
―
百
円
玉
で
首
切
り
認
め
て
い
い
の
、

九
六
春
闘
総
括
―
大
量
失
業
の
時
代
と
世
界
の
労
働
運
動

―
労
働
運
動
二
つ
の
傾
向
（
上
）
―

「
命
（
ヌ
チ
）
ど
う
宝

（
命
こ
そ
宝
）
―
沖
縄
か
ら
訴
え
る
土
地
の

」

強
制
便
用
を
許
さ
な
い
東
京
集
会
―

世
界
の
女
性
た
ち
と
共
に
―
「
均
等
法
」
十
年
の
日
本
の
女
性
た
ち
―

社
民
党
再
び
分
裂
の
危
機
―
北
海
道
新
党
動
き
出
す
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
誌
者
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

№
６
３
８
（
一
九
九
六
年
六
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

労
働
組
合
と
政
党
と
の
関
係
に
つ
い
て
①

◇
投
稿
◇
わ
れ
先
駆
者
た
ら
ん

―
激
動
の
代
、
政
治
に
信
頼
と
ロ
マ
ン
―

自
民
党
ハ
ト
派
も
集
団
自
衛
権
を
認
め
る
―
解
釈
改
憲
・
官
沢
氏
の
本
質
バ
ク
ロ
―

ア
メ
リ
カ
労
働
運
動
に
新
し
い
息
吹

―
大
量
失
業
の
時
代
と
世
界
の
労
働
運
動
（
中
）

〃
組
合
主
義
〃
を
克
服
し
階
級
的
、
政
治
的
運
動
ヘ

―
労
働
運
動
「
敗
北
」
の
教
訓
か
ら
―

◇
資
料
と
解
説
（
日
経
連
の
九
六
春
闘
総
括
）
◇
「
春
闘
の
構
造
改
革
」
ヘ
の
芽
を
潮
流
に

各
地
で
創
意
つ
く
し
た
メ
ー
デ
ー
進
む

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
編
集
部
だ
よ
り

◇
上
野
建
一
著
社
会
通
信
社
刊
◇
政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て

四
六
版
上
製
二
百
頁
、
千
五
百
円
（
三
百
十
円
）
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№
６
３
９
（
一
九
九
六
年
六
月
一
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

労
働
組
合
と
政
党
と
の
関
係
に
つ
い
て
①

国
鉄
闘
争
勝
利
中
央
集
会
に
総
結
集
し
よ
う

―
六
月
二
六
日
午
後
六
時
、
代
々
木
公
園
ヘ
―

新
社
会
党
の
存
在
意
義
と
任
務
と
運
動
―
第
一
回
全
国
代
表
者
会
議
と
政
治
情
勢
の
特
徴

「
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
反
対
」
が

フ
ラ
ン
ス
の
ス
ト
ラ
イ
キ
―
大
量
失
業
の
時
代
と
世
界
の
労
働
運
動
（
下
）

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
か
ら
十
周
年

―
日
本
の
現
実
に
照
ら
し
て
―

ふ
え
る
こ
と
は
あ
れ
、
減
る
こ
と
と
は
な
し

―
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
失
業
統
計
比
較
―

原
発
移
行
を
早
め
る
政
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

―
三
池
炭
鉱
閉
山
の
も
う
一
つ
の
面
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
上
野
建
一
著
社
会
通
信
社
刊
◇
政
界
再
編
後
を
読
む
―
護
憲
の
旗
を
掲
げ
て

四
六
版
上
製
二
百
頁
、
千
五
百
円
（
三
百
十
円
）

№
６
４
０
（
一
九
九
六
年
六
月
二
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

労
働
組
合
と
政
党
と
の
関
係
に
つ
い
て
③

ユ
ー
ザ
ー
無
視
の
廃
局
計
画

―
な
ぜ
銚
子
無
線
廃
局
に
反
対
す
る
の
か
―

再
稼
働
は
絶
対
阻
止
し
な
け
れ
ば
！

―
動
燃
「
も
ん
じ
ゅ
」
見
学
会
に
参
加
し
て
―

橋
本
政
治
は
新
保
守
主
義
へ
進
む

―
村
山
内
間
下
で
自
民
政
権
の
準
備
を
果
た
す
―

「
エ
リ
ツ
ィ
ン
時
代
の
終
わ
り
」
の
始
ま
り
か

―
注
目
の
ロ
シ
ア
大
統
領
選
挙
―

◇
投
稿
◇
日
米
安
保
は

日
本
軍
拡
阻
止
の
ビ
ン
の
フ
タ
！
？

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

「
社
会
通
信
」
読
者
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

№
６
４
１
（
一
九
九
六
年
七
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

政
界
再
編
は
世
界
の
傾
向

ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
雇
用
の
た
め
の
同
盟
」

―
大
量
失
業
時
代
と
労
働
運
動
（
補
）
―

沖
縄
と
の
交
流
・
連
帯
で
学
ん
だ
も
の

―
沖
縄
県
議
選
と
基
地
返
還
の
た
た
か
い
―

労
働
組
合
運
動
の
危
機

オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
労
働
強
化
は
一
挙
に
加
速

―
図
書
館
職
場
の
現
状
と
運
動
の
展
望
―

◇
投
稿
◇
国
鉄
闘
争
勝
利
を

「
社
会
を
変
え
る
ス
テ
ッ
プ
」
に

資
料
国
鉄
「
分
割
・
民
営
化
」
の
破
綻
は

明
ら
か
（
新
得
連
帯
集
会
ア
ピ
ー
ル
）
に

◇
投
稿
◇
社
会
主
義
運
動
に
は

「
や
せ
が
ま
ん
」
が
大
切

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

「
社
会
通
信
」
誌
者
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
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№
６
４
２
（
一
九
九
六
年
七
月
一
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
総
括
運
動
と
「
次
の
た
た
か
い
」

灰
原

茂
雄

今
日
に
お
け
る
〃
敵
〃
と
は
何
か
（
上
）

―
教
育
現
場
か
ら
考
え
る
―

反
消
費
税
運
動
を
恐
れ
る
自
・
社
民
・
さ

―
マ
ス
コ
ミ
に
負
け
な
い
世
論
を
構
築
し
よ
う
―

毎
日
、
食
べ
て
働
き

「
牛
か
馬
か
」

、

―
生
活
と
は
仕
事
と
は
何
だ
ろ
う
―

「
レ
ー
ニ
ン
の
秘
密

（
上
下
）
を
読
む

」

ド
ミ
ト
リ
ー
・
ヴ
ォ
ル
コ
ゴ
ー
ノ
フ
著
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
刊
―

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

「
社
会
通
信
」
誌
者
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

№
６
４
３
（
一
九
九
六
年
七
月
二
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
一
粒
の
麦
・
歴
史

塩
屋
崎

あ
き
江

巻
原
発
・
住
民
投
票

坂
井

雅
之

―
三
月
以
降
の
た
た
か
い
か
ら
―

日
本
に
お
け
る
リ
ス
ト
ラ
合
理
化
の
現
状

設
楽

清
嗣

―
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
の
対
応
（
上
）

◇
今
日
に
お
け
る
〝
敵
〟
と
は
何
か
（
下
）
◇

産
業
構
造
の
転
換
が
教
育
政
策
に
直
結

大
労
組
の
先
導
で
動
き
出
し
た
鳩
山
新
党

―
社
民
党
は
流
れ
解
散
の
方
向
―

資
料
選
挙
前
に
「
民
主
リ
ベ
ラ
ル
新
党
」
を
（
社
民
党
を
連
帯
す
る
会
）

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

七
月
二
三
日
午
後
六
時
飯
田
橋
・
中
央
労
政
会
館

巻
町
住
民
投
票
成
功
さ
せ
る

東
京
支
援
集
会
に
ご
参
加
を

№
６
４
４
（
一
九
九
六
年
八
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

い
よ
い
よ
「
秋
の
陣

、
何
と
し
て
も
勝
ち
抜
く

佐
久
間

誠

」

Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｙ
試
論
①
山
川
均
に
学
ぶ
党
建
設

上
野

建
一

問
わ
れ
る
組
織
の
あ
り
方

設
楽

清
嗣

―
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
の
対
応
（
下
）
―

い
わ
ゆ
る
「
方
針
見
直
し
」
か
ら

二
年
め
に
入
っ
た
日
教
組

―
新
潟
県
湯
沢
で
開
催
ざ
れ
た
第
八
二
回
大
会
―

前
途
多
難
な
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権

企
業
別
組
合
を
階
級
的
に
作
り
直
す

鈴
木

賢
二

―
労
働
運
動
再
建
に
む
け
た
課
題
―

本
誌
の
読
者
を
ご
紹
介
下
さ
い
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№
６
４
５
（
一
九
九
六
年
八
月
一
一
・
二
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
「
漂
流
す
る
労
働
組
合
」

Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｙ
試
論
②
山
川
均
に
学
ぶ
党
建
設

上
野

建
一

世
界
資
本
主
義
の
構
造
的
転
換

―
日
本
労
働
運
動
を
め
ぐ
る
情
勢
と
課
題
（
上
）

資
料
日
経
連
が
政
府
規
制
の
撤
廃
・
緩
和
を
要
望

◇
国
労
大
会
か
ら
（
中
央
執
行
委
員
長
あ
い
さ
つ
◇

国
鉄
闘
争
を
め
ぐ
る
現
局
面
に
つ
い
て

◇
国
労
大
会
か
ら
①
飯
島
代
議
員
の
発
言
◇

〝
悪
魔
の
サ
イ
ク
ル
〟
を
打
ち
破
る

だ
れ
の
た
め
の
政
治
・
政
党

―
職
場
生
産
点
の
怒
り
―

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

「
社
会
通
信
」
誌
者
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

№
６
４
６
（
一
九
九
六
年
九
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
せ
ま
る
総
選
挙
、
社
民
党
の
運
命
は
？

小
さ
な
町
の
大
き
な
選
択

坂
井

雅
之

―
巻
原
発
、
八
月
四
日
住
民
投
票
か
ら
―

変
わ
る
日
本
の
労
働
組
合

滝
野

忠

―
労
組
大
会
、
い
く
つ
か
の
特
徴
（
上
）
―

Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｙ
試
論
③
山
川
均
に
学
ぶ
党
建
設

片
山
・
芦
田
内
閣
崩
壊
の
教
訓

上
野

建
一

◇
私
の
職
場
報
告
東
京
・
清
掃
職
場
か
ら
◇
強
ま
る
定
数
削
減
と
労
働
強
化

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

読
者
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

№
６
４
７
（
一
九
九
六
年
九
月
一
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
「
朝
鮮
有
事
」
の
危
機
管
理
よ
り
支
援
で
平
和
を

労
組
は
保
守
と
「
不
倫
の
恋
」

滝
野

忠

―
組
合
大
会
の
特
徴
、
政
党
支
持
問
題
（
下
）
―

沖
縄
、
朝
鮮
半
島
、
そ
し
て
目
米
安
保

若
林

ひ
ろ
し

―
Ｇ
７
に
よ
る
世
界
支
配
の
構
造
―

中
曽
根
政
治
を
真
似
る
橋
本
政
権

や
っ
ぱ
り
消
費
税
率
ア
ッ
プ
に
は
反
対
で
す

―
私
は
四
二
歳
、
五
五
で
定
年
で
す
？
―

「
青
い
鳥
（
ブ
ル
ー
バ
ー
ド

」
は
見
つ
か
る
か

―
は
や
く
も
不
吉
な
鳥
「
カ
ラ
ス
」
が
登
場
―

）

資
料
日
経
連
「
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
プ
ラ
ン
」

雇
用
の
安
定
と
実
質
生
活
向
上
を
実
現

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
編
集
部
だ
よ
り

「
社
会
通
信
」
誌
者
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
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№
６
４
８
（
一
九
九
六
年
九
月
二
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

歴
史
的
激
動
期
、
時
代
は
ど
う
動
く
①

醒
め
た
雰
囲
気
、
職
場
と
本
部
の
か
い
り
拡
大
書

―
政
治
よ
り
「
合
理
化
」
に
議
論
集
中

―
自
治
労
大
会
―

鳩
山
新
党
に
「
動
揺
と
日
和
見
」
の
社
民
・
労
組

ル
イ
さ
ん
と
ル
イ
ズ
・
ミ
シ
ェ
ル

国
労
が
Ｊ
Ｒ
七
社
に
紛
争
解
決
・
労
使
正
常
化
申
し
入
れ

資
料
紛
争
の
全
面
解
決
と
労
使
関
係
正
常
化
の
申
し
入
れ
（
国
労
、
八
、
三
○
）

不
当
な
解
雇
を
撤
回
し
、
四
名
の
原
職
復
帰
を

―
「
泉
コ
ン
闘
争
支
援
全
国
代
表
者
会
議
」
開
く

寅
さ
ん
楽
し
い
映
画
を
た
く
さ
ん
あ
り
が
と
う

書
評
『
人
は
な
ぜ
闘
う
か

（
横
浜
人
活
事
件
の
記
録
）

』

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

『
社
会
通
信
』
本
誌
の
読
者
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

№
６
４
９
（
一
九
九
六
年
一
〇
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
「
規
制
緩
和
」
の
三
つ
の
概
念

「
分
党
」
か
ら
「
残
党
」
と
な
る
社
民
・
さ
の
両
党

―
分
解
を
党
議
で
決
め
る
社
民
党
―

◇
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｙ
試
論
④
山
川
均
に
学
ぶ
党
建
設
◇

日
本
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
と
指
導
者

分
裂
の
噴
煙
納
ま
ら
ぬ
丁
Ｒ
総
連
・
東
労
組

―
革
マ
ル
支
配
労
組
の
誕
生
は
労
働
戦
線
再
編
へ
の
序
曲
―

◇
国
労
闘
争
団
家
族
か
ら
の
報
告
◇

若
者
た
ち
へ
伝
え
て
ほ
し
い

規
制
緩
和
と
労
働
運
動

―
ド
イ
ツ
の
場
合
（
上
）
―

◇
投
稿
◇
労
働
運
動
と
「
ト
ロ
イ
の
木
馬
」

「
支
持
な
し
」
拡
大
と
職
場
労
働
者

◇
書
評
◇
歴
史
と
し
て
の
野
坂
参
三
（
和
田
春
樹
・
平
凡
社
）
他

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
編
集
部
だ
よ
り

『
社
会
通
信
』
本
誌
の
誌
者
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

№
６
５
０
（
一
九
九
六
年
一
〇
月
一
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

労
働
大
衆
の
現
実
に
依
拠
し
た
た
か
う

松
枝

佳
宏

―
総
選
挙
へ
の
基
本
視
点
―

民
主
党
は
総
保
守
体
制
へ
の
接
着
剤

坂
牛

哲
郎

―
日
本
政
治
の
基
本
動
向
と
わ
れ
わ
れ
の
任
務
―

国
有
林
事
業
の
民
営
化
論
と
全
林
野
の
闘
い

―
山
男
た
ち
の
辛
苦
の
た
た
か
い
を
忘
れ
ま
い
―

財
政
緊
縮
法
案
に
「
熱
い
秋
」
を
宣
言
―
規
制
緩
和
と
労
働
運
動

―
ド
イ
ツ
の
場
合
（
中
）

川
柳

介
護
法
な
く
て
は
困
る
党
ば
か
り

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
編
集
部
だ
よ
り

『
社
会
通
信
』
本
誌
の
誌
者
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
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№
６
５
１
（
一
九
九
六
年
一
〇
月
二
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

ソ
連
崩
壊
か
ら
五
年
、
い
ま
世
界
は

「
社
会
党
・
総
評
ブ
ロ
ッ
ク
」
の
終
焉

―
自
治
労
臨
時
大
会
傍
聴
記
―

資
料
１
「
連
帯
す
る
会

「
推
進
労
組
会
議
」
合
同
単
産
代
表
者
会
議

」

「
民
主
党
支
援
」
を
墓
軸
に
た
た
か
う
（
九
六
・
九
・
一
九
）

資
料
２

自
治
労
選
挙
闘
争
方
針
（
九
六
・
九
・
二
九
）
労
働
組
合
の
団
結
重
視

資
料
３

連
合
と
政
党
と
の
関
係
に
つ
い
て
（
九
六
・
一
○
・
三
）

民
主
、
新
進
党
を
中
心
に
社
民
、
さ
き
が
け
と
も
「
協
力
・
協
調
」

多
国
籍
企
業
下
の
労
働
組
合
の
役
割
痛
感

―
友
情
と
連
帯
深
め
た
訪
米
交
流
―

◇
投
稿
◇
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
―

―
わ
れ
わ
れ
の
運
動
に
つ
い
て
の
試
論
―

『
首
切
り
』
は
正
義
と
政
府
関
係
文
書
は
主
張

反
失
業
、
反
差
別
の
連
帯
の
取
り
組
み
強
め
る

―
嵐
の
よ
う
に
進
む
会
務
員
の
パ
ー
ト
化
の
波
―

◇
書
評
◇
国
際
ス
パ
イ
ゾ
ル
ゲ
の

真
実
・
引
き
裂
か
れ
た
ス
パ
イ

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
編
集
部
だ
よ
り

№
６
５
２
（
一
九
九
六
年
一
一
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

現
代
と
「
ク
ラ
ル
テ
」
運
動

近
江
谷

左
馬
之
介

―
ソ
ウ
ル
ヘ
の
旅
「
総
評
・
社
会
党
ブ
ロ
ッ
ク
」
激
動
の
中
で

滝
野

忠

『
社
会
通
信
』
の
二
○
年
（
上
）

社
会
主
義
の
実
現
に
向
け
進
む
キ
ュ
ー
バ

―
経
済
の
後
退
は
終
わ
り
、
改
革
ヘ
―

日
経
連
の
方
針
に
追
随
す
る
連
合
主
流

―
鉄
鋼
労
連
、
Ｊ
Ｃ
等
の
大
会
の
特
徴
―

病
欠
手
当
削
減
に
反
撃
開
始

―
規
制
緩
和
と
労
働
運
動
―
ド
イ
ツ
の
場
合
（
下
）

「
改
憲
勢
力
」
が
じ
つ
に
九
割
超
に

―
総
選
挙
結
果
に
つ
い
て
―

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

『
社
全
通
信
』
本
誌
の
読
者
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

№
６
５
３
（
一
九
九
六
年
一
一
月
十
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

新
社
会
党
へ
の
強
い
期
待
、
組
織
・
人
材
づ
く
り
急
務

川
村

洋
一

一
党
支
配
体
制
の
確
立
め
ざ
す
自
民
党
政
権

―
「
閣
外
協
力
」
よ
り
本
格
野
党
が
必
要
―

「
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
」
強
大
な
党
の
建
設
を

―
広
島
か
ら
の
報
告
・
総
選
挙
を
闘
っ
て
―

◇
『
社
会
通
信
』
の
二
〇
年
◇

労
戦
再
編
成
国
鉄
「
分
割
・
民
営
化
」
が
社
会
党
支
持
基
盤
を
直
撃

滝
野

忠

社
会
党
・
総
評
ブ
ロ
ッ
ク
崩
壊
の
原
因
は
な
に
か

―
政
党
と
労
働
組
合
の
関
係
に
つ
い
て
―

総
パ
ー
ト
化
を
み
せ
つ
け
た
「
ス
ー
パ
ー
の
女
」

◇
労
働
運
動
の
再
生
を
展
望
し
て
◇

「
酒
場
労
働
運
動

「
酔
い
ど
れ
社
会
主
義
」
か
ら
の
脱
却
を

町
田

一
男

」

―
障
害
を
持
つ
労
働
者
の
立
場
か
ら
―

◇
編
集
部
だ
よ
り

◇
川
柳

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
６
５
４
（
一
九
九
六
年
十
一
月
二
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
「
行
革
火
ダ
ル
マ
」
内
閣
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ス
ト
ラ
イ
キ

社
民
党
は
自
民
党
補
完
勢
力
化
へ
す
す
む

―
新
社
会
党
は
「
中
期
計
画
」
の
策
定
を
―

激
動
期
は
さ
ら
に
つ
づ
く
、
出
番
を
つ
く
ろ
う

―
総
選
挙
総
括
と
新
社
会
党
の
進
路
㊤

い
じ
め
は
さ
ら
に
陰
湿
に

―
第
二
回
「
職
場
い
じ
め
一
一
〇
番
」
に
相
談
殺
到
―

乱
読
、
ツ
ン
読
、
私
の
読
書

国
鉄
債
務
二
八
兆
円
処
理
に
大
増
税
は
必
至

―
国
民
負
担
二
四
兆
円
、
住
専
の
四
〇
倍
―

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
編
集
部
だ
よ
り

№
６
５
５
（
一
九
九
六
年
十
二
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

総
選
挙
の
総
括
に
あ
た
っ
て

藤
沢

晃

三
池
炭
鉱
閉
山
と
三
池
の
労
働
者
運
動

宮
崎

勝

―
働
く
者
の
権
利
を
奪
う
閉
山
は
許
せ
な
い
―

橋
本
行
革
は
最
悪
の
反
動
路
線
―
反
合
理
化
闘
争
の
再
構
築
を
―

◇
座
談
会
◇
「
下
か
ら
」
運
動
つ
く
り
、
全
階
層
に
切
り
込
む

―
総
選
挙
総
括
と
新
社
会
党
の
進
路
㊦
―

総
選
挙
闘
争
を
た
た
か
っ
て
―
全
国
か
ら
の
報
告
―

国
民
が
政
治
の
手
術
を
（
大
牟
田
）
／
さ
わ
や
か
に
六
千
六
百
九
十
一
票
（
京
都
）
／
三
百
十
一
票

を
土
台
に
（
奈
良
）
／
若
者
の
心
を
と
ら
え
る
（
自
治
労
）
／
党
組
織
建
設
に
芽
（
新
潟
）
／
労
組

と
選
挙
、
政
党
支
持
（
協
病
労
組
帯
広
支
部
）
／
狸
に
化
か
さ
れ
た
総
選
挙
（
名
寄
）
／
総
括
の
徹

底
を
（
兵
庫
）

編
集
部
だ
よ
り

№
６
５
６
（
一
九
九
年
十
二
月
十
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

指
導
の
理
論

木
村

哲
蔵

公
的
医
療
機
関
の
職
場
合
理
化

北
村

光
明

民
主
党
は
ど
う
い
う
党
か
㊤

「
寒
風
」
に
さ
ら
さ
れ
る
北
海
道
の
党
運
動

減
少
つ
づ
く
北
海
道
社
民
党
員

―
民
主
党
移
行
で
さ
ら
に
増
大
？
―

資
料
民
主
党
と
の
団
結
中
心
に

あ
ら
た
な
組
織
を
め
ざ
す
（
民
主
・
リ
ベ
ラ
ル
推
進
労
組
会
議
）

徹
底
し
た
討
論
で
「
未
来
を
開
け
」

―
新
社
会
党
中
央
委
員
会
か
ら
―

労
働
者
大
衆
と
の
新
し
い
関
係
を
つ
く
り
出
す

―
新
社
会
党
兵
庫
県
本
部
の
選
挙
総
括
案
―

女
子
保
護
規
定
撤
廃
を
確
認

―
九
七
春
季
生
活
闘
争
要
求
は
一
万
三
〇
〇
〇
円

◇
読
者
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

◇
編
集
部
だ
よ
り
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№
６
５
７
（
一
九
九
六
年
十
二
月
二
十
一
日
号
）

巻
頭
言
◇

行
革
、
規
制
緩
和
と
た
た
か
う

松
原

広

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

規
制
緩
和
・
行
革
㊤

上
野

義
昭

職
場
分
会
の
力
が
労
働
運
動
の
原
点

―
「
原
則
の
闘
い
」
で
戦
闘
開
始
―

◇
私
の
職
場
報
告
◇

慢
性
的
な
残
業
、
つ
も
る
不
安
（
自
治
体
職
場
）

◇
私
の
職
場
報
告
◇

分
会
活
動
か
ら
国
労
運
動
構
築
へ

◇
投
稿
◇
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
？
一
つ
の
傾
向

労
働
者
と
と
も
に
闘
う
新
社
会
党
づ
く
り
を

女
性
労
働
と
母
性
保
護

―
失
業
者
増
大
で
家
庭
、
社
会
は
―

◇
私
の
読
書
◇
『
日
本
の
歴
史
』

◇
編
集
部
だ
よ
り
◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り


